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３． 空間放射線量及び食品の簡易含有放射線量測定 

   この双方の事業は東京都の「地域の底力再生事業」の支援を受け必要機材を調達し、

地域の空間放射線量の測定は平成２３年度より、食品の簡易含有放射線量の測定は平

成２４年度より開始し、現在迄継続して測定を実施しております。 

以下にその測定結果及びその結果に基づき考察を致します。 

 3.1 地域の空間放射線量の測定 

 3.1.1 減少予測理論値 

     平成２３年０３月１１日の福島原子力発電所事故後放出された放射性物質の放

射線量の経時変化(減少)については「図１」の通りの予測値が出ております。 

     これによりますと事故５年経過化後の種々放射物質のトータル放射線量は 

約４０％迄に減少と予測しております。 

  （尚６カ年で約３０％迄に減少すると予測しております） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 空間放射線量減少予測値 
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  3.1.2  測定結果検討 

      平成２３年７月２７日に測定開始し、平成２８年３月０９日迄の約５年間   

の測定した１７か所の空間放射線量減少値は表１に示す通りです。 

       表１は平成２３年７月２７日(最初に測定した日)及び平成２８年０３月０

９日(平成２７年度最後の測定日)の測定値の比較です。 

 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表１ 実際の測定結果(期間；H23/7/27～H28/3/09) 
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(1)  空間放射線量値 

 過去５か年間の各年度１７か所の総平均空間放射線量値の変化は、下記表２の通

りです。 

     

          表２ 
 

 

 

 

                    

 

 

 

 

 

平成２７年度の総平均値は、  

 高さ    23/７/27   28/3/09   減少比率 

      ５ｃｍ    0.085     0.059   70.22％ 

      １ｍ     0.075     0.060   78.96％ 

     と測定されます。 

 

(2)  空間放射線量の減少比率 

(a)  測定結果から 

       図１(P５４)で示す放射線量減少予測値は約６０％ですが、表１(P５５)に示

す実際の測定値は１７か所の総平均値で、 

       地表５ｃｍの高さで；７０．２２％ 

       地表１ｍの高さで ；７８．３２％ 

      の通りで、減少想定値に比べ、実際には４０％~３０％高めの数字となってお

り、想定値並みには減少していない状況です。 

(b)  減少予測理論値と実測値との齟齬 

       予測値より３０％(放射線量値で 0.03μSv/h程度)高めに測定された事は、 

      今回の福島原発の事故以前から既に存在していた空間放射線量があったとも

考えられます。この事は今後セシウム１３７の半減期の３０カ年迄測定すれ

ばある程度の傾向値が判明する推定されます。この為にも今後の継続した測

定が必須事項と思います。 

       図２は減少予測理論値と実際の測定値(例；協和三丁目自治会公園)の比較を 

グラフを使用して行ってみました。(この公園は３０％の減少です) 

       図２；減少予測理論値と実際の測定値比較 
                減少予測理論値 
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          実測値（例；協和三丁目自治会公園） 

    
(3) 測定結果の全体的な特徴 

(3)1 冬季に放射線量が上昇する傾向がある 

(a) 平成２７年９月頃より 

  平成２７年の９月頃より殆どの地域で空間放射線量の低下が止まり、むし

ろ多少増加傾向にあります。 

(b) 冬季に空間線量が高くなる 

       全体的に冬季に空間線量が高くなる傾向にあります。これは北風(福島方面)

の影響があるとも推定されます。測定の経験上風の強い日の方が高めになる

傾向はあります。これの傾向は毎年測定されております。 

       上記２件につきましては今後も長期に測定を継続する事により何らかの方

向付けが出来るものと思います。 

    (3)2 測定の高さでの比較 

       表２に示す通り 5cmと１ｍとの測定値の差が少なくなっており、平成２７

年度は更に平均値で双方の差が無くなっております。 

       又 5cm の高さの方が５年前より低下率(70.22%)が 1m の低下率(78.96%)と

大きく測定されております。 

       １ｍの高さの空間放射線量の低下が少ないのは今後のこの傾向が続くとも

予測されます。 

 

3.1.3  詳細な測定結果 

  3.1.3.1 ５年間の測定結果 

       １７か所の平成２３年７月２７日～平成２８年３月０９日の約５年間の測 

      定結果は付表１~付表１７の通りです。 

      (1)  協和三丁目公園             ；付表１ 

      (2)  第一光ヶ丘公園             ；付表２ 

      (3)  新海道公園                 ；付表３ 

      (4)  末広第二公園               ；付表４ 

 (5)  末広児童公園               ；付表５ 

      (6)  栄こどもひろば             ；付表６ 

      (7)  桜みらい公園               ；付表７ 

      (8)  ハンカチの木公園           ；付表８ 

      (9)  桜が丘一丁目公園           ；付表９ 

      (10)  栄公園（北東）             ；付表１０ 
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      (11)  山王児童公園               ；付表１１ 

      (12)  協和公園（パンダ）         ；表１４ 

      (13)  東大和市駅前ロータリー     ；表１５ 

      (14)  華屋北側                   ；表１６／付表１４ 

      (15)  青梅橋公園（グランパサージュ南）；付表１５ 

      (16)  青梅橋東公園(西武東大和ハイツ南)；付表１６ 

      (17)  協和こども広場         ；付表１７ 

 

  3.1.3.2 平成２７年度の測定結果明細 

     (1)  平成２７年０５月１３日分；付表１８  

      (2)  平成２７年０７月０８日分；付表１９ 

     (3)  平成２７年１１月１１日分；付表２０ 

     (4)  平成２８年０１月１３日分；付表２１ 

     (5)  平成２８年０３月０９日分；付表２２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


